
Ⅰ 計画の概要 
 

 

 

Ⅰ－１ 計画策定の趣旨 

 

 我が国の介護保険制度は、制度施行後１２年が経過し、サービスの利用者数が

施行当初の約３倍となるなど、高齢者の暮らしを支える制度として定着してきま

した。一方で、今後の急速な高齢化の進行に伴い、要介護認定者の増加、単身・

高齢者のみ世帯の増加への対応、認知症対策、高齢者向けの住まいの確保等が喫

緊の課題となってきています。 

 このような中、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる

ようにするためには、医療、介護、予防、住まい、生活支援サービスが有機的に

連携した「地域包括ケアシステム」の構築が必要であります。 

 このため、「介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する法

律（平成２３年法律第７２号）」が、第１７７回通常国会に提出され、平成２３年

６月１５日に可決成立し、平成２４年４月１日から施行されることとなりました。 

 『那珂市高齢者保健福祉計画』（以下、「本計画」という。）は、関係法令の改正

等の趣旨を踏まえ、平成２４年度から今後３年間に取り組むべき高齢者の保健福

祉施策やその目標、さらには介護保険サービスの見込量を明らかにするために策

定するものです。 

 本計画は、「第３期健康プラン那珂２１」「第６期那珂市高齢者福祉計画」「第５

期那珂市介護保険事業計画」の３計画を統合したもので、本計画の基本理念は、

上位計画である『第１次那珂市総合計画基本構想（平成２０～２９年度）』におけ

る施策の大綱の一つである「健やかで生きがいをもって暮らせるまちづくり」と

します。 

 本計画に基づき、高齢者の自立支援と尊厳の保持を基本としつつ、健康づくり

や介護予防事業の効果的な実施、介護保険事業の円滑な運営など、本市における

高齢者の保健・福祉・介護施策を総合的かつ計画的に推進してまいります。 
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Ⅰ－２ 計画の位置づけ 

 

 本計画は、健康増進法（平成１４年法律法律第１０３号）第８条の２に規定す

る市町村健康増進計画、老人福祉法（昭和３８年法律第１３３号）第２０条の８

に規定する市町村老人福祉計画、介護保険法（平成９年法律第１２３号）第１１

７条に規定する市町村介護保険事業計画の３つの計画を統合したものであります。 

 第１次那珂市総合計画（平成２０～２９年度）を上位計画とします。 

 

 

Ⅰ－３ 計画の期間 

 

 平成２４年度から平成２６年度までの３年間とします。 

 

 

Ⅰ－４ 計画の推進体制 

 

 『那珂市高齢者保健福祉計画推進委員会』において、本計画の目標達成に向け

て、進捗状況を定期的に点検及び評価し、事務局に対して効果的な取り組みなど

の必要な助言及び指導を行います。 


